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：３歳児を持つ母親に実施した質問紙調査から，母親の育児意識研究成果の概要

例： 子どもを見ていると元気を検討した．育児意識については 「育児肯定感 （， 」 「

育児の価値 母親が育児することや子どもを持つことへの評価.づけられる」），「 」（

「育児ストレス （例： ）の例：子育てしない人生はむなしい）， 」 育児は苦労が大きい

３因子を確認した．次に 「育児の価値」について，母親の就労の増加や家事・，

育児以外での充実領域の増大に伴い，この指標の相対化が進むと予測し，その特

徴と規定要因を検討した 「育児の価値」の尺度得点を従属変数として重回帰分．

析すると 「性役割肯定感 「仕事肯定観 「母正規雇用」が説明要因として残っ， 」 」

． ， 「 」 ．「 」た いずれも それが高いと 育児の価値 も高く評定された 性役割肯定感

は予想に合致した．しかし，予想とは逆に 「母正規雇用 「仕事肯定観」が「育， 」

児の価値」の正の説明変数となったことについては，仕事か育児かという二律背

反で「育児の価値」が単純に低下していくものではなく，母親にとって仕事での

充実感が日々の育児への励みになっている可能性と考えられた．
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１．研究開始当初の背景
， ，日本では 少子化が進行しているが

実際の育児負担が大きいはずの就労女
性の方が子どもを多く生んでいるとい
うデータ (国立社会保障・人口問題研
究所， )もある．他方 「家庭にい2006 ，
て家事・育児以外の自分の関心事を大
事にしたい」という若い女性の新 ･専
業主婦願望（小倉， ）が，子育て1997

， ）．世代でも認められている(瓜生 2003
これらのことは，標準家庭の専業主

婦 モ デ ル の 崩 壊 を 意 味 す る だ け で な
く 「家庭か仕事か」という両立葛藤，
から，育児意識，とくに育児ストレス
を論じてきたこれまでの研究では説明
がつきがたい．

育児支援が政策的にも進められつつ
ある今日，以上をふまえて，母親の育
児意識の変容を実証的に解明すること
が求められている．

２．研究の目的
( )母親の就労が増大化・一般化する1
中にあって，母親にとって 「育児の，

母親が育児することや子どもを持価値 （」
） は 相 対 化 さ れ て い くつ こ と へ の 評 価

という仮説を検討する．ここで 「低，
下」と言わず「相対化」と言っている
のは，育児や子どもへの肯定感は高い
ことが既にわかっているからである．

質問紙調査によって，乳幼児を持つ
母親の「育児の価値」を含む育児意識
を，性，仕事観，夫婦関係などととも
に尋ね 「育児の価値」意識の特徴と，
その規定要因を探り 「育児の価値の，
相対化」を実証的に検討する．

( )母親の育児意識の変化を捉えるだ2
けでなく，乳幼児期の子育ての社会化
の進行について，日本同様，幼稚園を
中心的な施設としてきた従来の政策に
変更を迫られている他国の保育事情と
対比させながら，変貌する日本の幼保
制度の現状と課題を子育て支援の観点
から検討する．

３．研究の方法
( ) 近畿地区県庁所在地及びそ1 対象：

の周辺都市の保健所の３歳半健診に来

所した母親． 育児意識・性質問項目：

別役割肯定感・仕事肯定観・家族の中

での個人化志向・家族の属性や生活状

況などを尋ねた． 年７～手続き： 2007
９月にかけて，健診会場で手渡し郵送

法により回収．回収率は 409部／ 1474

部 =27.7%．属性等に未回答の者を除き

390名の母親を対象とした．

( )政策的にも育児の社会化が求めら2
れている時代にあって，幼稚園と保育

所の位置づけ等をめぐって，改革が進

むニュージーランドの保育政策動向を

訪問調査した．

４．研究の成果
( )「育児の価値」意識の確認1

育 児 意 識 に 関 す る 項 目 を 因 子 分 析

し ， 仮 説 通 り 「 育 児 ス ト レ ス 「 育， 」

児肯定感 「育児の価値」の３因子を」

確認した．

( )「個人化志向」と「育児の価値」2
との関係

「家族の中での個人化志向 （例：」

と 育夫婦であっても私は私でありたい） 「

児の価値」は全く相関がなかったこと

，「 」 「 」から 個人化志向 が 育児の価値

を低下させるものではなく，両者が異

なる意識であることがわかった 「個．

人化志向」は，むしろ育児ストレスと

相関（正）が高かった．

( )新・専業主婦願望について3
子育て期の理想のライフスタイルに

ついて問うたところ，エネルギーの理

想の優先配分先に「自分のための活動

（ボランティア・趣味など 」を選択）

した者は１割弱（ ）あった．とく9.1%
に，いわゆる新・専業主婦願望（不就

労で，かつ「自分のための活動」を優

先したい群）は， であった．6.4%
「自分のための活動」優先群の育児

意識等の特徴は 育児の価値 や 性，「 」 「

別役割肯定感」については 「家族の，

ための活動」優先群とよく似ていた．

， （「 」一方で この群 自分のための活動

優先群）で育児肯定感が低めであるこ

と，個人化志向が高いことは「仕事」

優先群に近かった．しかし，仕事肯定

観は低かった．なお，家庭収入等の影

響は全く指摘できなかった．

伝統的価値観が揺らぐ中，家族でも

なく，仕事でもない，新しい価値観を

模索する層がいる点も無視できない．



( )「育児の価値」の規定要因4
各尺度得点について，その高低から

２群に分割し，就労の有無 [ ]＊各尺2
，度得点の高低[ ]の２要因分散分析を2

「育児の価値」得点を従属変数として

行った．その結果，全体的に ｢育児の

価値 ｣の高さが各尺度得点の高さと対

応していた（ 「性役割肯定感」図１）．

（ ）では予想通りの結果と言えた 図 -1 4
が 「育児肯定感」では交互作用があ，

った（図 - ．また 「仕事肯定観」1 1） ，

では，就労群でもこの得点の高い方が

「育児の価値」も高かった 「育児の．

価値 得点を従属変数として 就労[2]」 ，

＊学歴 [2]で分散分析すると，学歴要

因のみ有意で，短大以下の方が大卒以

上より高かった（ < ．p .01）
これらの属性要因や尺度得点の影響

， ．を確かめるため 重回帰分析を行った

就労は３群に分けた 「末子の年齢」．

「要配慮児 「育休家庭 「母子家庭」」 」

も説明変数に含めた．その結果 「性，

p別役割肯定感 仕事肯定観」「 」（以上，

< 「母正規雇用 （ < ）が「育.001 p .05）， 」

児の価値 の説明要因として残った 表」 （

１ ．これらの内 「性別役割肯定感」） ，

は予想通りの結果であった．しかし，

「仕事肯定観 「母正規雇用」につい」

　　　　　表１　「育児の価値」を従属変数とする重回帰分析（ステップワイズ法）

β t値 p β t値 p

(定数) 0.40 0.69 1.88 0.06

母子家庭 ( 母子家庭=1 ) 0.02 0.41 0.68 　　－ 　　－ 　　－

育休家庭 ( 育休家庭=1 ) 0.09 1.65 0.10 　　－ 　　－ 　　－

母正規雇用 ( 母正規雇用=1 ) 0.07 1.09 0.28 0.12 2.41 0.02

専業主婦 ( 専業主婦=1 ) -0.01 -0.26 0.80 　　－ 　　－ 　　－

要配慮児 ( 要配慮児あり=1 ) 0.05 0.99 0.32 　　－ 　　－ 　　－

末子年齢 ( ０歳～３歳 ) 0.04 0.86 0.39 　　－ 　　－ 　　－

母学歴 ( 中学・高校～大学・大学院（5） ) -0.10 -1.98 0.05 　　－ 　　－ 　　－

仕事肯定観 ( 例「仕事は自己実現の場である」 ) 0.16 3.12 0.00 0.15 3.09 0.00

性別役割肯定感( 例「妻は・・家事や育児の責任をもつべき」 ) 0.46 8.68 0.00 0.46 9.32 0.00

個人化志向 ( 例「夫婦であっても、私は私でありたい」 ) 0.02 0.39 0.69 　　－ 　　－ 　　－

R=.47,R2=.22,　調整済みR2 =.21 F(4,354)=25.21,p<.001

強制投入法 ステップワイズ法

説明変数

図1-1　「育児の価値」（育児肯定感＊就労）
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図1-2　「育児の価値」（ストレス＊就労）
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     図１「育児の価値」の各群（尺度得点の高低２群＊就労の有無２群）の平均値

図1-3　「育児の価値」（仕事肯定観＊就労）
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図1-4　「育児の価値」（性役割肯定感＊就労）

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

不就労 就労

ては，仕事への期待や責任が大きくな

ると「育児の価値」は相対化され，低

下していくとの予想と逆の結果となっ

た．

母正規雇用 仕事肯定観 が 育「 」「 」 「

児の価値」の正の説明変数となったこ

とからは，仕事か育児かという二律背

反で「育児の価値」が単純に低下して

いくものではなく，母親にとって仕事

での充実感が日々の育児への励みにな

っている可能性が考えられる．

( )働く母親の子どもの生活実態5
３歳児の生活や親の関わり方につい

て，母親の就労状況や保育状況の違い

から比較した．正規雇用の母親では，

育児方針（ 生活リズムを守らせてい「

る」等）と子どもの生活実態（遅寝や

朝食欠食率）の乖離が大きい．家庭の

努力で子どもの生活が守れないことの

現れであろう．育児期の理想のライフ

スタイル選択でも，正規雇用者の４割

が 「 専 業 主 婦 「 パ ー ト 等 就 労 」 を， 」

選んでいる．

国レベルでも検討が進むワークライ

フバランス政策であるが，次代を担う

子どもの育ちの実態や課題を踏まえる

ことが必要だろう．

( )幼保制度をめぐる動向とその評価6
訪問調査したニュージーランドは，

早くから幼稚園が整備された国だが，

保育所児が増加している．これに対処

するため，幼保統一プログラムとして

のテファリキが編成されたこと，政権

交 代 後 も 保 育 者 全 体 の 資 質 向 上 の た

め，１０年計画の取り組みが継続され

るなど，条件整備が前提として取り組

まれていることがわかった．

日本では，短時間保育児（従来の幼

稚園対象児）と保育に欠ける長時間保

育児（同，保育所児）とを合同で保育

する認定こども園制度が創設された．

これを契機に，保育所ではバウチャー

制及び直接契約制の導入の動きが本格

化してきているし，幼稚園では長時間

保育が進行していくだろう．こうした

， ．動向には 現場の戸惑いや批判もある

日本の幼保制度の改革には，他国の動

向も把握しつつ，質の高い保育保障を

第一義に検討していく必要がある．
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